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野の花と風薫る郷から

いつかまた…
この木の下で…。

2007

　旭化成から高森東中学校に桜の苗木40本が寄贈されました。贈呈式の後、
全生徒が 1 本 1 本ていねいに植樹。一生の思い出となる苗木たちは、3 月
のやわらかな風に揺られていました。
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新
酒
と

ふ
る
さ
と
の

味
ま
つ
り

ラ ス ト イ ベ ン ト
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「
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」
の
最
終
日
と
な
る
３
月
18

日
、「
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
」
が
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
誘
客
活
動
と
南

阿
蘇
鉄
道
の
利
用
促
進
を
目
的
に
町
観
光
協
会
が
主
催
し
て
い

る
も
の
で
、
高
森
に
春
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
高
森
の
「
食
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
19
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
過
去
最
多
の
約
４
，
６
０
０
人

が
来
場
。
町
観
光
協
会
の
会
員
を
は
じ
め
、
個
人
や
団
体
の
皆

さ
ん
か
ら
、
田
楽
や
地
鶏
、
阿
蘇
あ
か
牛
の
丸
焼
き
な
ど
が
出

店
さ
れ
、ど
の
店
も
た
く
さ
ん
の
人
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
風
鎮
太
鼓
の
演
奏
や
子
ど
も
に
わ
か
な
ど
が
行

わ
れ
、
来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
店
・
出
演
し
た
皆
さ
ん
が
頑
張
っ
た
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
。

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
は
、
高
森
の
良
さ
を
実
感
し
た
様

子
で
し
た
。

新酒とふるさとの味まつり
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　■お問い合わせ先　　高森町教育委員会　℡６２－０２２７

上色見総合センター

上色見・色見に総合センター完成

使　用　料　金
区 分 １時間あたりの料金
全 館 使 用 １，０００円
大 会 議 室 ４００円
小 会 議 室 ２００円
調 理 室 ６００円

※町外居住者が使用する場合は２倍した金額
※ 暖房を使用する場合は３００円を加算した

金額

使　用　料　金
区 分 １時間あたりの料金
全 館 使 用 １，０００円
大 会 議 室 ４００円
多 目 的 室 3 ００円
小 会 議 室 ２００円
調 理 室 ６００円

※町外居住者が使用する場合は２倍した金額
※ 暖房を使用する場合は３００円を加算した

金額

色見総合センター

上色見総合センター

色見総合センター
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児童手当を
受けている方へ

　■お問い合わせ先　　保健福祉課福祉係　℡62-1111（内線122）

　児童手当制度は、児童を養育している方の家庭における生活の
安定と、次代の社会を担う児童の健全な育成及び資質の向上に資
することを目的に手当てを支給する制度です。

【平成19年4月1日から児童手当制度が拡充されました】
　我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る観
点から、3歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、第1子及び第2子について倍増し、
出生順位にかかわらず一律月1万円となりました。
　なお、3歳以上の児童の児童手当の額、支給対象年齢及び所得制限限度額については、現行どお
りです。

●�現　行
　�（0歳以上3歳未満の児童に対する児童手当）

　第1子　　　月額5千円
　第2子　　　月額5千円
　第3子以降　月額1万円

※拡充後の最初の支給月は6月です。
※今回の改正では、受給者から特段の手続きを行う必要はありません。
※�平成 19年 4月から3歳未満の児童手当等の額は一律月額1万円となりますが、3歳到達後の
翌月からは、第1子及び第2子の手当て額は5千円となります。

●�４月１日から
　�（0歳以上3歳未満の児童に対する児童手当）

　第1子　　　月額1万円
　第2子　　　月額1万円
　第3子以降　月額1万円

【児童手当現況届は6月中に提出を！】
　児童手当を受けている方は、毎年6月中に「児

童手当現況届」を提出しなければなりません。こ
の届は、

毎年6月1日における状況を記載し、児童手当
を引き続き受ける要件があるかどうかを確認す

るための

ものです。この届の提出がないと、6月分以降
の手当てが受けられなくなりますのでご注意く

ださい。

■�現況届に必要な添付書類等
　・年金加入証書または申立書

　　請求者が被用者（サラリーマン等）である
場合に提出

　・前住所地の市町村長が発行する児童手当用
所得証明書（6月1日以降の証明のあるもの）

　　高森町に平成18年1月1日に住所がなか
った場合に提出

　※このほか、必要に応じて提出書類がありま
す。
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高齢福
祉 高森町地

　 ち  い き  ほ う  か つ

域包括
支
　 し   え ん  

援センターだより
脳
卒
中
や
転
倒
骨
折
の
予
防
と
対
策
の
た
め
に

認
知
症
の
予
防
と
対
策
の
た
め
に

地
域
で
の
助
け
合
い
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
に

● 

い
つ
も
笑
顔
で
、
い
つ
ま
で
も
「
若
き
ゃ
も
ん
」
の
気
持
ち
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

日
頃
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

● 

歩
く
と
き
、
座
る
と
き
な
ど
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

● 

塩
分
、
糖
分
を
減
ら
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
栄
養
と
カ
ロ
リ
ー
面

に
気
を
つ
け
て
き
ち
ん
と
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

● 

新
聞
や
本
を
読
ん
だ
り
文
字
を
書
い
た
り
、
家
族
や
友
達
と
の
会
話

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

● 

趣
味
や
楽
し
み
を
広
げ
て
、
明
る
く
楽
し
く
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

● 

身
体
や
心
な
ど
で
心
配
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
病
院

の
先
生
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

● 

お
年
寄
り
の
一
人
暮
ら
し
や
お
年
寄
り
だ
け
の
世
帯
に
は
、
地
域
や

ご
近
所
で
の
見
守
り
、
声
か
け
な
ど
で
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

●
お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

● 

認
知
症
で
徘
徊
し
て
い
る
お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
ご
家
族
に
知
ら

せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

高森町地域包括支援センター
高齢者一人暮らし、二人暮らし、昼間の一人暮らし、認知症などのご相談をお受けします。
　祝祭日・年末年始を除く月曜日から金曜日までの午前８時 30 分から午後５時まで

相談無料・秘密厳守　℡ 62 -1111（内線 123）
　　　　〒 869 -1602　阿蘇郡高森町大字高森 2168（高森町役場保健福祉課内）

介
護
保
険
は
﹁
自
立
保
険
﹂

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
若
々
し
く
！

介
護
保
険
事
業
状
況
報
告

　

介
護
保
険
制
度
は
、
平
成
12
年
４
月
に
発
足
し
て
か
ら
７
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
介
護
保
険
の
認
定
状
況
や
給
付
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
「
助
け
合
い
」
を
目
的
と
し
た
相
互
扶
助
制
度
で
す
。
今
後

も
適
正
・
適
格
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
介
護
費
用
の
適
正
化
、
そ
し
て

介
護
予
防
事
業
の
推
進
等
に
よ
り
、
本
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 介護保険認定者数
要支援⑴ 要支援２ 経過的要介護 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

平成16年4月 36 99 38 43 46 39 301
平成 17年 3月 49 114 41 47 38 44 333
平成 18年 3月 74 111 59 50 28 45 367
平成 19年３月 58 49 7 52 57 64 32 43 362
増　　減 ‒ 16 49 7 ‒ 59 ‒ 2 14 4 ‒ 2 ‒ 5

■ 居宅介護（予防）サービス受給者数
要支援⑴ 要支援２ 経過的要介護 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

平成15年度平均 29 53 21 14 8 8 133
平成 16年 12 月分 42 72 30 16 11 7 178
平成 17年 12 月分 59 77 34 21 8 9 208
平成 18年 12 月分 43 32 16 31 27 20 6 7 182
増　　減 ‒ 16 32 16 ‒ 46 ‒ 7 ‒ 1 ‒ 2 ‒ 2 ‒ 26

■ 施設介護サービス受給者数
介護老人福祉施設 介護老人保健施設 介護療養型医療施設 計

平成 15 年度平均 73 31 16 120
平成 16 年 12 月分 74 16 15 105
平成 17 年 12 月分 73 18 13 104
平成 18 年 12 月分 75 19 10 104
増　　減 2 1 -3 0

■ 介護サービス費用（介護給付費）の各年度実績
12 13 14 15 16 17

支出金額 412,026 533,146 571,757 568,919 557,249 562,310 

（単位：千円）

ゆるされない　高齢者虐待！ 発見した人には通報の義務があります。通報の秘密は守られます
ので、見たり聞いたりしたときはお知らせください。
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●
日
頃
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
だ
け
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。   

●
歩
く
と
き
、
座
る
と
き
な
ど
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
。

高齢者福祉・介護保険についてのおたずねは、保健福祉課介護保険係℡ 62-1111（内線123）までどうぞ

～
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
お
尋
ね
に
お
答
え
し
ま
す
～

介
護
保
険

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
先
月
、
私
が
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
と
き
の
介
護
保

険
事
業
所
へ
の
支
払
は
８
千
円
で
し

た
。
こ
の
場
合
、
介
護
保
険
全
体
の

費
用
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？Ａ介

護
保
険
の
利
用
額
は
費
用
額

の
１
割
で
す
の
で
、
お
尋
ね
の

場
合
を
例
と
し
て
説
明
す
る
と
、
支
払

額
の
10
倍
、
つ
ま
り
８
万
円
が
介
護
保

険
の
費
用
額
と
な
り
、
支
払
わ
れ
た

８
千
円
を
差
し
引
い
た
７
万
２
千
円

を
町
か
ら
利
用
さ
れ
た
介
護
保
険
事

業
所
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
場
合
、
実
際
の
支
払
額
の
10
倍

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

正
し
い
介
護
計
画
に
よ
り
介
護
保
険

の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
正
し
く

使
う
こ
と
が
大
切
で
す
し
、
介
護
保

険
制
度
の
真
の
発
展
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
み
ん
な
で
育
て

る
「
助
け
合
い
制
度
」
で
す
。
ま
ず

は
み
ん
な
が
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
も
し
も
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
老
後
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的

に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
介
護
給
付
費
通
知
書
」
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

た
方
に
適
時
「
介
護
給
付
費
通
知
書
」

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
実
際
に
受

け
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
間
違
い
が
な

い
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
介
護
保
険
制
度
の
中
に
「
介

護
タ
ク
シ
ー
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
利
用
方
法

と
料
金
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

●�

乗
車
中
の
タ
ク
シ
ー
代
は
自
己
負

担
●�

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
介
護
計
画

に
基
づ
く
要
介
護
１
以
上
の
方
に

限
定Ａ「

介
護
タ
ク
シ
ー
」
の
正
式
な

名
称
は
、
介
護
保
険
で
は
通

院
等
の
た
め
の
乗
車
ま
た
は
降
車
の

た
め
の
介
助
」
と
い
い
ま
す
。

　

介
護
タ
ク
シ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
乗
車
中
の
タ
ク
シ
ー
料

金
も
介
護
保
険
費
用
に
含
ま
れ
る
と

い
う
誤
解
が
あ
り
ま
す
が
、
乗
車
中

の
料
金
（
タ
ク
シ
ー
代
）
は
介
護
保

険
の
対
象
で
は
な
く
、
通
常
の
タ
ク

シ
ー
代
と
同
じ
く
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
は
、
介
護
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
要
介
護
１
以
上
の
方

に
限
定
し
て
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
陸
運
局
の
許
可
を
受
け
た
タ
ク

シ
ー
会
社
や
訪
問
介
護
事
業
所（
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
）
か
ら
車
両
へ

の
乗
降
時
の
介
助
を
受
け
た
場
合
に
、

乗
降
介
助
の
部
分
に
対
し
て
対
象
と

な
る
も
の
で
す
。

　

町
で
は
家
の
中
の
「
引
き
こ
も

り
」
や
認
知
症
予
防
、
運
動
機
能

低
下
な
ど
の
高
齢
者
の
諸
問
題

へ
の
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

転
倒
骨
折
予
防
教
室
や
認
知

症
予
防
教
室
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

町
独
自
の
取
り
組
み
や
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
と
町
内
各
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
と
連
携
し
て
、
集
い

の
場
提
供
と
し
て
の
サ
ロ
ン
活

動
を
広
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
訪
問
な
ど
に
よ
り

実
態
把
握
や
調
査
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

介
護
予
防
対
策
を
実
施

高森町の高齢化率
( 平成 19 年 2 月 28 日現在 )

世　帯　数　2,765
男 女 計 高齢比率

人　口 3,580 3,962 7,542
65 〜 74 歳 518 651 1,169 15.50％
75 歳以上 478 757 1,235 16.37％

計 996 1,408 2,404 31.87％

　

そ
の
費
用
は
１
、０
０
０
円
で
９
割

分
の
９
０
０
円
が
介
護
保
険
で
ま
か

な
わ
れ
、
利
用
者
の
負
担
は
費
用
額

の
１
割
の
１
０
０
円
で
す
の
で
、
実

際
に
利
用
者
が
支
払
う
金
額
は
、
こ

の
１
０
０
円
と
通
常
の
タ
ク
シ
ー
代

を
合
わ
せ
た
金
額
で
す
。

病院帰り家 家行き

通院等のための乗車または降車のための介助　　費用額…1,000円　自己負担…100円

乗降
介助

乗降
介助

乗降介助 乗降介助 乗車中乗車中
（全額自己負担） （全額自己負担）

院内介助
薬の受け取り等
を含む

受診受付等を
含む

（要介護４・5で必要な
場合に限る）

こ
ん
な
と
き
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

「
介
護
タ
ク
シ
ー
」（
通
院
等
の
た
め
の
乗

車
ま
た
は
降
車
の
た
め
の
介
助
）の
仕
組
み

●�要介護１以上の対象者に訪問介護計画に正しく位置づけられた訪問介護サービス
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NEWS

　川部一美さんに陸上自衛隊北熊本駐屯地第 8偵察隊か
ら感謝状が贈られました。川部さんは、第 8偵察隊が毎
年夏に津留地区で実施している山地機動訓練に協力。偵
察隊員の体力・気力の向上や部隊の団結・士気の高揚に
寄与されたことが評価され今回の贈呈となりました。川
部さんは「今後も協力していきたい」と話していました。

▼前列左から２人目が後藤直樹さん、４人目が後藤旭さん。

　3月 22日、ホテルキャッスルで第 60
回熊本県町村会定期総会が開催され、阿
蘇郡を代表して藤本町長が国と県への要
望を発表しました。藤本町長は、国道
57 号線の 4車線化、県道堂園・小森線
と阿蘇縦貫道日の尾峠線の主要地方道へ
の昇格・早期改良など、道路網の整備を
要望しました。また、肥後大津・宮地間
の電化、南阿蘇鉄道とＪＲとの相互乗り
入れなど、鉄道関係についても要望を提
出しました。

熊本県町村会定期総会

道路網の整備などを要望

▼ 阿蘇郡を代表して国と県への要望事項を発表する藤本町長。

北熊本駐屯地第８偵察隊から感謝状

川部一美さん（草部・木郷）

　3月 13 日、「自衛隊入隊者壮行会」が役場で開かれま
した。藤本町長や父兄会員から激励を受けた 2人の入隊
者は力強く決意を語りました。2人はともに陸上自衛隊
えびの駐屯地第 24普通科連隊教育隊に入隊します。入隊
者は次の方々です。後藤直樹さん（上色見・洗川）、後藤
旭さん（上色見・洗川）。 ▲3月12日に町長室で感謝状を受け取る川部さん。

自衛隊入隊者壮行会

陸上自衛隊に２人が入隊

高森町の
あれこれ
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　冬野区日茂地の皆さんが「日茂地蔵尊」を建て替えま
した。冬野区日茂地は 10 世帯で、自分たちで材料費を
出し合ったほか、近隣住民からも寄付を募り、昨年 12
月に着工。約 3ヶ月かけて立派な日茂地蔵尊が完成しま
した。日茂地蔵尊は、8月と 10 月の地蔵まつりやドン
ドヤなどに使われています。

　第 47 回熊本県農業コンクール大会で岡本和雄さん・
栄さん夫婦が個別経営部門優良賞に輝きました。岡本さ
ん夫婦はこれまで、阿蘇地方 4Ｈクラブ会長、たばこ後
継者クラブ会長、南阿蘇畜産農業協同組合監事・理事、
町認定農業者の会会長などを歴任。農業の振興に大きく
貢献されたことが認められ今回の受賞となりました。

▼県農業コンクール大会は2月8日に熊本テルサで開催されました。

▼３月17日に落成式が行われました。

日茂地蔵尊

冬野区日茂地の皆さんが建て替え

熊本県農業コンクール大会個別経営部門優良賞

岡本和雄さん・栄さん（芹口・古畑）

　山村文子さんが熊本県社会福祉功労者表彰を受賞しま
した。山村さんは、高森保育園の創設に携わり、理事、
園長を歴任。園長在職中には、熊本県保育協会などの理
事も勤め、県の保育行政に尽力されました。また、特別
養護老人ホーム「梅香苑」の理事、町社会福祉協議会の
理事も勤め、町の福祉行政にも尽力されました。

　佐伯金也さんに全国町村議会議長会から表彰状が贈ら
れました。佐伯さんは平成 3年 4月に町議会議員に初当
選し、議会副議長などを歴任。議員活動を通じて、地方
自治の振興と発展に大きく寄与された功績が認められ今
回の表彰となりました。佐伯さんは「皆さんのご協力に
より16年間務めることができました」と話していました。

▲写真中央が山村さん。左は阿蘇地域振興局保健福祉環境部長。

▲相馬・町議会議長から表彰状を伝達される佐伯さん。

熊本県社会福祉功労者表彰

山村文子さん（高森・下町）

全国町村議会議長会表彰

佐伯金也さん（高森・村山）
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　2月 11 日、高森中学校体育館で「阿蘇南部町村旗剣
道練成大会」が行われました。結果は次のとおりです。
中学 2年男子の部準優勝／久保玄徳、中学 1年女子の部
優勝／岩下和佳菜、同準優勝／後藤梨沙、小学 6年女子
の部 3位／伊藤ねね、山永晃名、小学 4年男子の部 3位
／佐伯隣太郎。また、次の日に行われた「学年別個人選
手権剣道練成大会」で安方菜々美さん（写真左上）が小
学 3年以下女子の部で敢闘賞に輝きました。

▲阿蘇南部町村旗剣道練成大会で受賞した６人。

阿蘇南部町村旗剣道練成大会

高森の少年・少女剣士、大活躍

　3月 4日、菊池市総合体育館で「第 2回城北地区小学
生バドミントン大会」が行われ、高森ジュニアクラブの
選手が好成績を収めました。結果は次のとおりです。6
年女子シングルス準優勝／木津秋乃、同ベスト 8／岩下
まりあ、6年男子シングルスベスト 8／城井大滉、6年
女子ダブルスベスト 8／木津秋乃・岩下まりあ

▼大会に出場した高森ジュニアクラブの選手たち。

城北地区小学生バドミントン大会

高森ジュニアクラブが練習の成果発揮

　3月８日、高森総合センターで「平
成 19 年度新入学児童ランドセル贈呈
式」が行われました。今年度の新入学
児童は 48 人。藤本町長が新入学児童
代表の渡邉龍樹くん（高森・冬野）に
贈呈した後、古澤裕郁くん（津留・栃原）
が「大切に使います」とお礼の言葉を
述べました。また、町社会福祉協議会
から黄色の傘も贈られました。

新入学児童ランドセル贈呈式

大切に使ってね

▼ 赤、ピンク、ワイン、黒、青、緑の６色からお気に入りのランドセルを選択。

高森町の
あれこれ
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　3月 13 日に高森中学校と高森東中学校で、3月 22 日
に高森中央小学校と高森東小学校でそれぞれ卒業式が行
われました。今年度の卒業生は高森中央小学校 67 人、
高森東小学校 12 人、高森中学校 59 人、高森東中学校
11人です。高森中学校の卒業式では、一人ひとりに卒業
証書が手渡され、卒業生による合唱が披露されました。

▼先生たちと握手をして退場する高森中学校卒業生。

町内小・中学校で卒業式

思い出を胸に旅立つ

　2月 17日、高森保育園で親子交通安全劇「私は必ず止
まります」が行われました。保護者でつくる「ひまわり
クラブ」が、うさぎやおおかみ、うしなどの着ぐるみを
かぶり約 15 分熱演。ダースベーダーも登場するなどた
いへん盛り上がりました。観賞した園児たちは、楽しみ
ながら交通ルールの大切さを学びました。

▲新しく導入されたトロッコ列車。

▲お父さん、お母さんの熱演に会場は大盛り上がり。

高森保育園親子交通安全劇

交通ルール守ろうね

　南阿蘇鉄道がトロッ
コ列車けん引用機関車 2
両を導入し、3 月 21 日
に高森駅でお披露目会が
行われました。新しい機
関車は、日本宝くじ協会
の助成金で導入。従来の
機関車の 3 倍のパワー
があります。また、これ
に合わせ客車 2 両も補
修。雨天時対策として簡
易窓が設置されました。
お披露目会には約 50 人
が出席。神事の後、テー
プカットなどを行い、来
賓らを乗せ立野駅に出発
しました。トロッコ列車
は、11月までの土・日・
祝日と、春・夏休み期間
中毎日運行します。

新トロッコ列車
お披露目

パワーが３倍に
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　申告した税額が少なかったり、還
付を受けた金額が多すぎたりした場
合には、「修正申告」により正しい金
額に訂正する必要があります。
　修正申告を行った場合には、原則
として、新たに納めることになった
税額のほかに、その税額の10％の過
少申告加算税がかかりますが、自主
的に修正申告を行いますと、過少申
告加算税はかかりません。
　また、申告した税額が多すぎたり、
還付を受けた金額が少なかったりし
た場合には、「更正の請求」により正
しい金額に訂正することができます。
　「更正の請求」ができる期間は、
原則として法定申告期限から1年以
内ですから、平成18年分の所得税
の確定申告の場合は、平成20年３
月17日まで、平成18年分個人事業
者の消費税及び地方消費税の確定申
告については、平成20年４月２日ま
でとなります。

申告した税額が
誤っていた場合

　振り込め詐欺事件の被害者は、昨年
県下で349件（オレオレ詐欺 23件、
架空請求詐欺41件、融資保証金詐欺
285件）発生し、被害額も約2億6,800
万円となっています。
　振り込め詐欺被害の根絶を目指し
て、次のことに注意してください。
○ 示談金振り込みを要求する電話がか
かってきたら、迷わず警察に通報し
てください。
○ 電話の相手には自分の氏名や住所を
教えないでください。
○ 不審に思ったら警察または駐在所に
相談してください。
○ 振り込み先が個人名の場合には詐欺
と思ってください。
忍び込み事件発生！
　昨年暮れに色見地区の別荘で忍び込
み事件が発生しました。
　犯行の手段として、１階の無締まり
のシャッターを開け、ガラス窓を割っ
て侵入しています。
　お出かけの際や、長期に家を留守に
されるときは、ご近所への声かけや確
実な戸締まりをお願いします。
　また、不振な物音を聞いたり、人
物を発見した際は警察にご連絡くださ
い。

振り込め詐欺被害の
根絶を目指して

第１回危険物取扱者
試験のご案内
　消防法第13条の 5第 1項の規定
に基づき熊本県知事の委任に係る平
成19年度第１回危険物取扱者試験が
次のとおり実施されます。
○とき
　平成19年 6月10日（日）
○試験地
　 熊本市、八代市、玉名市、天草市
○試験の種類
　 甲種・乙種第1類～6類・丙種危
険物取扱者試験
○受験願書の請求先
　 （財）消防試験研究センター熊本県
支部及び最寄りの消防本部
○受験願書の提出先
　 （財）消防試験研究センター熊本県
支部
　℡096-364-5005
　〒862-0976
　熊本市九品寺1丁目11番 4号
　（熊本県教育会館内）
○受付期間
　平成19年 4月18日（水）～
　平成19年 4月25日（水）
○お問い合わせ先
　 （財）消防試験研究センター熊本県
支部
　℡096-364-5005

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡０９６７- ６２- ９０３４

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡０９６７- ２２- ０５５１
　税務相談室
　℡０９６７- ２２- ０５５９

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡０９６７- ６２- ０１１０
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■お問い合わせ先　住民生活課国民年金係　℡６２- １１１１（内線１３２）

　社会保険庁では、現在、58 歳の方を対象に年金加入記
録や年金見込額をお知らせしていますが、今後は段階的
に対象者を拡大し、平成 20 年からはすべての被保険者
を対象として保険料納付実績や年金見込額をお知らせす
る「ねんきん定期便」の送付を開始します。
　平成 19 年 3 月からは、「ねんきん定期便」の前倒しの
実施として下記の要領で 35 歳に到達する前月に年金加
入記録通知を個人に送付します。年金受給権確保の節目
となる 35 歳の時点で年金加入記録の状況をお知らせす
ることで、一人ひとりが将来の年金受給権について考え
る機会をもっていただき、正しい制度理解のうえで安心
して老後を迎えられることを目的としています。
※ 「ねんきん定期便」は平成 19 年 12 月から 45 歳、55

歳以上を対象に加える予定です。
○実施（送付）時期
　 平成 19 年 3 月末（昭和 47 年 4 月 2 日生まれ以降の方）

から実施します。
○対象者
　 基礎年金番号を有する被保険者または被保険者であっ

た方であって、35 歳の方。35 歳に達する月の前月下
旬に社会保険業務センターから送付されます。ただし、
以下の方は除きます。

　・ 社会保険庁で記録管理していない共済組合員の方
　・ 対象者抽出月において❶基礎年金番号を有しない方、
❷死亡している方、❸住所記録が未収録である方、
❹外国に居住している方等

○お知らせ内容
　※ 35 歳到達月の 2 ヶ月前の被保険者記録
　・基礎情報（氏名、住所、生年月日）
　・基礎年金番号
　・加入制度
　・ 事業所名称、船舶所有者名称または共済組合名等
　・資格取得年月日、資格喪失年月日
　・加入月数
　・ 国民年金の期間について、納付済月数、全額免除月数、

4 分の 3 免除月数、半額免除月数、4 分の 1 免除月数、
学生納付特例等月数

　・ 厚生年金保険、船員保険及び共済組合加入期間につ
いて加入月数、加入期間

　・期間重複の表示

じんけん人権
住じ

ゅ
う
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せ
い
か
つ
か

民
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35 歳になる方へ年金加入
記録通知の送付を開始し
ます。「ねんきん定期便」が始まります！

国民年金だより
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い
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
19
年
度
の
年
度
更
新
か
ら
「
一

般
拠
出
金
」
の
申
告
・
納
付
も
始
ま
り
ま
す
。

　
「
一
般
拠
出
金
」
と
は
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
及
び
そ
の
ご
遺
族
で
、
労
災

補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
（
近
隣
住
民
等
）
に

対
し
て
、
迅
速
な
救
済
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
救
済
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、

「
一
般
拠
出
金
」
を
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
２

韓
国
語
講
座

○ 

日
時　

５
月
８
日
（
火
）
〜
計
10
回
（
毎
週
）

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

○ 

場
所　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
室

英
会
話
講
座

○ 

日
時　

５
月
10
日
（
木
）
〜
計
10
回
（
毎
週
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

○ 

場
所　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
室

○ 

受
講
料　

５
、０
０
０
円
（
全
10
回
分
の
料
金

で
す
）

○
定
員　

各
20
名

○ 

持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
等
（
テ
キ
ス

ト
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
）

○ 

内
容　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
言
語
学
習
、

基
本
会
話
、
日
常
会
話
、
接
客
接
遇
会
話
（
基

礎
・
応
用
）
等

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６
７-
２
２-

４
８
０
１

　

県
で
は
、
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
児
童
養

育
の
支
援
を
目
的
と
し
て
「
こ
ど
も
１
１
０
番
」

電
話
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
専
任
の
電
話
相
談
員
が

応
じ
ま
す
。
悩
み
を
抱
え
た
お
子
さ
ん
自
身
、
ま

た
は
お
子
さ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
４
月
か
ら
電
話
相
談
時
間

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
専
用
電
話　

０
９
６-

３
８
２-

１
１
１
０

○ 

相
談
時
間　

月
曜
日
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

　

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新
に
必
要
な
書
類

を
４
月
１
日
ま
で
に
事
業
主
の
方
へ
送
付
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
申
告
・
納
付
の
期
間
は

４
月
１
日
か
ら
５
月
21
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
、
も
し
く
は
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
の
金
融
機
関
か
郵
便
局
へ
も
同
時
に

申
告
・
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、

５
月
７
日
か
ら
５
月
21
日
ま
で
は
県
内
各
地
で

▲左から２人目が栗焼さん、４人目が瀬井さん。

韓
国
語
・
英
会
話
講
座

受
講
生
募
集

労
働
保
険
年
度
更
新

　

本
町
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
栗
焼
ケ
サ

ユ
さ
ん
（
野
尻
・
河
地
）
と
瀬
井
公
吉
郎
さ
ん
（
高

森
・
森
）
で
す
。

　

自
衛
官
志
望
者
へ
の
情
報
の
提
供
や
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

栗
焼
ケ
サ
ユ
さ
ん
（
℡
６
２-

０
５
７
４
）

　

瀬
井
公
吉
郎
さ
ん
（
℡
６
２-

２
７
４
９
）

自
衛
官
募
集
相
談
員
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さ
ば
け
と
る　

い
つ
も
王
手
で
渡
る
娑
婆 

田
上
黙
公
子

太
さ
ァ　

パ
パ
の
背
中
は
頼
も
し
い 

松
山
キ
ヨ
子

消
え
た　

過
疎
の
ふ
る
さ
と
路
線
バ
ス 

佐
楢
見
乱
坊

さ
ば
け
と
る　

グ
ラ
ス
も
冷
や
し
待
っ
と
ら
す 

馬
原　

馬
笑

太
さ
ァ　

チ
ャ
ン
コ
鍋
か
ら
育
っ
た
つ 

森
川
そ
よ
子

太
さ
ァ　

潜
水
艦
の
泳
ぎ
よ
る 

桐
原　

白
酔

水
入
ら
ず　

遺
影
に
話
し
か
け
お
ら
す 

上
井
加
根
女

時
代
を
越
え
て　

棚
田
の
景
色
守
っ
と
る 

後
藤　

愛
子

時
代
を
越
え
て　

正
倉
院
は
目
の
保
養 

岡
本　

琴
司

消
え
た　

レ
ン
ト
ゲ
ン
に
は
影
ン
無
ァ 

佐
藤
多
可
雄

時
代
を
越
え
て　

炭
焼
窯が

ま

と
生
き
と
ら
す 

林　
　

不
忘

太
さ
ァ　

見
え
て
き
た
如
た
る
話
さ
す 

後
藤　

信
子

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

俳　
　

句
（
高
森
菜
の
花
句
会
）

野
火
の
煤
舞
い
て
着
地
の
は
か
ど
ら
ず 

弥
永　

ふ
き

野
火
の
煤
箒
の
先
を
ま
ろ
び
逃
ぐ 

内
田　

フ
ミ

若
衆
の
野
火
の
に
ほ
ひ
を
満
身
に 

桐
原　

寿
子

岩
松
を
先
づ
は
ほ
ぐ
し
て
春
の
雨 

山
村
ふ
み
子

初
桜
異
常
気
象
に
と
ま
ど
い
て 

林　
　

久
恵

申
訳
程
度
の
花
や
梅
古
木 

古
庄　

泰
子

無
人
駅
過
ぎ
遠
野
火
の
見
え
て
来
し 

平
田
ル
リ
子

野
に
遊
び
春
の
子
と
な
る
園
児
か
な 

馬
原　

要
子

稜
線
の
日
々
ふ
く
よ
か
に
阿
蘇
の
春 

岩
下　

扶
美

姉
か
ら
の
高
菜
の
お
礼
長
電
話 

青
木
千
賀
子

阿
蘇
人
も
山
も
目
覚
め
ん
野
焼
か
な 

松
岡　

典
子

歌
詠
み

●
●
卯
月

　

高
森
高
校
で
は
地
域
の
方
々
に
図
書
館
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
貸
出
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○ 

開
館
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除

く
）

　

※ 

学
校
行
事
な
ど
の
関
係
上
、
閉
館
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

※ 

夏
季
・
冬
季
休
暇
中
の
開
館
日
に
つ
い
て

は
、
生
徒
へ
配
布
す
る
行
事
予
定
表
や
図

書
館
前
の
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

都
合
に
よ
り
、
予
定
外
に
閉
館
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
館
さ
れ
る
前
に
電

話
等
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○ 

貸
出
期
間　

２
週
間
以
内
で
、
１
人
５
冊
ま

で
（
雑
誌
は
貸
出
不
可
）

　

※ 

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
住
所
の
確
認
が
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
高
校
図
書
館

　

℡
６
２-

０
１
８
５

　

南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、「
開
業
20
周
年

記
念
乗
車
券
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
乗
車
券
は
１
枚
１
、０
０
０
円
の
販
売
価

格
で
、
１
、２
０
０
円
分
の
乗
車
券
（
２
０
０
円

券
×
６
枚
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

ぜ
ひ
、
記

念
に
１
枚
い
か
が
で
す
か
。

　

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
平
成
19
年
度

の
登
録
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

○ 

参
加
資
格　

高
森
町
内
に
住
所
を
有
す
る
職

場
や
地
域
で
の
チ
ー
ム
等

○ 

登
録
料　

チ
ー
ム
登
録
料
…
５
、０
０
０
円
、

個
人
登
録
料
…
人
数
×
１
、０
０
０
円
、
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
…
人
数
×
１
、５
０
０
円
（
加

入
者
は
不
要
）

　

※ 

登
録
料
は
、
年
４
回
開
催
予
定
の
大
会
運

営
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

○
登
録
受
付　

４
月
27
日
（
金
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
山
田
耕
生
）

　

℡
６
２-

１
１
１
１
（
内
線
１
６
２
）

高
森
高
校
図
書
館
の
地
域
開
放

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

開
業
20
周
年
記
念
乗
車
券
販
売

時
代
を
越
え
て　

重
ち
ょ
う

宝ほ
う

し
と
る
自じ

在ざ
い

鉤か
ぎ 

浦
塚　

南
天

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

　

℡
６
２-

１
２
１
９
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 ○作り方
　❶ じゃがいもは皮をむき、せん切りにする。
　❷ フライパンでじゃがいもを炒め、塩こしょうをし、
しんなりとなったらじゃがいもを平らにまとめる。

　❸ ❷にミックスチーズをのせ焼き、裏返して両面を
カリッと焼く。

○材料（1人分）
じゃがいも 1 個、塩
こしょう適量、ミック
スチーズ適量

高森東小学校３年
芹口美那さんの作品Cooking

健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、
内

臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
を
あ
わ
せ
も
っ

た
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
放
っ
て
お
く

と
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
、
脳
血
管
疾
患
（
脳

梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
）
や
心
疾
患
（
狭
心
症
、

心
筋
梗
塞
な
ど
）
の
健
康
障
害
を
引
き
起
こ

す
怖
い
病
気
で
す
。

　

肥
満
と
は

　

肥
満
と
は
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て

運
動
不
足
な
ど
で
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な

い
こ
と
に
よ
り
、
体
に
必
要
以
上
の
脂
肪
が

た
ま
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
肥
満
か
ど
う

か
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
【
体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
ｍ
）

÷
身
長
（
ｍ
）】
で
判
断
で
き
ま
す
が
、
体
の

ど
こ
に
脂
肪
が
蓄
積
し
て
い
る
か
ま
で
は
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

肥
満
に
は
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
と
、
皮

膚
の
下
に
脂
肪
が
た
ま
る
「
皮
下
脂
肪
型
肥
満
」

の
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。「
内
臓
脂
肪
型

肥
満
」
は
、
腹
囲
（
お
へ
そ
の
高
さ
で
測
っ
て
）

が
男
性
85
㎝
、
女
性
90
㎝
以
上
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
で
は
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」
が
原
因
と
な
り
ま

す
が
、「
皮
下
脂
肪
型
肥
満
」
も
安
心
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

な
ぜ
内
臓
脂
肪
が
い
け
な
い
の
？

　

食
べ
た
物
は
ま
ず
肝
臓
に
入
り
、
血
糖
（
ブ
ド

ウ
糖
）
と
な
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
ま
す
。
血
糖

と
は
車
で
例
え
る
と
ガ
ソ
リ
ン
の
よ
う
な
も
の

で
、
体
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
し
か
し
そ

の
血
糖
を
す
べ
て
消
費
し
て
し
ま
え
ば
い
い
の
で

す
が
、
消
費
で
き
な
い
と
、
肝
臓
で
中
性
脂
肪
と

な
り
、
脂
肪
細
胞
に
入
れ
込
ん
で
い
き
ま
す
。
脂

肪
細
胞
は
中
性
脂
肪
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
風

船
の
よ
う
に
ふ
く
ら
み
、
さ
ら
に
中
性
脂
肪
を
入

れ
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
脂
肪

細
胞
か
ら
は
血
液
を
か
た
ま
り
や
す
く
し
て

動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
物
質
や
糖
の
処
理
を

悪
く
す
る
物
質
、
血
圧
を
上
げ
る
物
質
な
ど

体
に
悪
い
物
質
を
分
泌
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
中
性
脂
肪
を
脂
肪
細
胞
に
入
れ
込
ん
だ
り

す
る
の
は
す
べ
て
「
イ
ン
ス
リ
ン
」
の
働
き

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
イ
ン
ス
リ
ン
」

も
適
量
で
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た

く
さ
ん
分
泌
さ
れ
る
と
、
血
圧
を
高
く
し
た

り
、
血
糖
を
上
げ
た
り
、
尿
酸
値
を
高
く
し

た
り
、
脂
を
多
く
し
た
り
と
、
こ
れ
も
体
に

と
っ
て
悪
い
こ
と
を
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
肥
満
を
解
消
し
ま
し
ょ
う

　

肥
満
を
解
消
し
、
脂
肪
細
胞
の
サ
イ
ズ
を

小
さ
く
し
ま
し
ょ
う
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
〜
30
の

方
は
体
重
を
５
％
、
30
以
上
の
方
は
体
重
を

10
％
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

怖
い
！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

すまいるフェスタ inたかもり　朝食メニューコンクール

「じゃがいもガレット」
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休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

4月15日 立 野 病 院 ℡ 68-0111

4月22日 寺 崎 医 院 ℡ 62-0378

4月29日 南 郷 谷 整 形 外 科 医 院 ℡ 62-3351

4月30日 渡 辺 内 科 ℡ 67-1777

5月  3日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

5月  4日 立 野 病 院 ℡ 68-0111

5月  5日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020

5月  6日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

5月13日 馬 原 内 科 医 院 ℡ 62-0646

■4月15日～5月13日分
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おくやみ
もうし
あげます

2007年２月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

編 集 後 記
An editorial postscript

●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
　甲斐　俊子　　田上　智史
　佐竹　教子　　山﨑　政廣
　荒牧　眞昭　　井上　英雄
　住吉サツエ

［一般寄付］
　緒方　秋男（軍恩高森支部）

●広報送料寄付（敬称略）
　島田　信行（岐阜県可児市）

［ 住 所 ］
高 森・ 村 山
高 森・ 昭 和
高 森・ 昭 和
矢津田・高尾野
高 森・ 旭 通
高 森・ 旭 通
草 部・ 川 走
高 森・ 村 山
矢津田・高尾野
高 森・ 昭 和

［ 死 亡 者 ］
内山　ミツ
中河　清一
森　　 佐 一
古 閑　　 深
後藤フヨ子
荒牧　玲子
川部　千年
山﨑アツヱ
井上　ユリ
髙松　幸子

［年齢］

92
68
82
81
74
71
88
84
86
61

［ 御 遺 族 ］

内 山　 利 行
中 河　 敏 子
森　 チ ミ ス
古閑マサ子
後 藤　 勝 昭
荒 牧　 眞 昭
川 部　 一 美
山 﨑　 政 廣
井 上　 英 雄
髙 松　　 誠

▲

過去最多の来場者数を記録した「新酒とふるさとの味ま

つりラストイベント」。今年もたくさんの人が出店・出演し、
「高森をＰＲしよう」と額に汗しながら頑張りました。19
年という歴史を数え、町を代表するイベントになるまで着
実に成長したのは、こういったことが種となり、芽となり、
実を結んだと思います。皆さんの協力がある限り「新酒と
ふるさとの味まつり」はまだまだ成長するでしょう。

平成１9年２月28日現在

の
人
口

人口／７，５4２人（－２）
男性／３，５８０人（－２）
女性／３，９６２人（±０）
世帯／２，７６５戸（＋２）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

４月16日～５月15日

●4月16日（月）
　役場支払日
●4月18日（水）
　３歳児健診（高森総合センター）
　／13：30～15：00
●4月19日（木）
　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30
●4月20日（金）
　６か月児相談（高森総合センター）
　／9：30～12：00
　３か月児健診（高森総合センター）
　／13：30～16：00
●4月22日（日）
　高森町長・高森町議会議員一般選挙
　／7：00～18：00
●4月25日（水）
　役場支払日
●4月26日（木）
　友遊クラブ（朋遊館）／13：30～15：30
●４月27日（金）
　年金相談（高森総合センター）
　／10：00～15：00
●5月1日（火）
　消防団辞令交付式（高森総合センター）
　／18：30～
●5月7日（月）
　役場支払日
●5月9日（水）
　法律相談（芙蓉館）／13：00～15：00
　土地・建物相談（芙蓉館）／13:00～15：00
●5月15日（火）
　役場支払日
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A public relations magazine高 森 町 長・
高森町議会議員
一　般　選　挙
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投　票　区 投　　票　　所 区　　　域

第 １ 投 票 区 草 部 中 学 校 体 育 館 草部・菅山・芹口・永野原・下切

第 ２ 投 票 区 高 森 自 然 学 校 中・矢津田

第 ３ 投 票 区 野 尻 総 合 セ ン タ ー 津留・野尻

第 ４ 投 票 区 河 原 総 合 セ ン タ ー 尾下・河原

第 ５ 投 票 区 上 在 い こ い の 家 村山・上在

第 ６ 投 票 区 高 森 中 学 校 体 育 館 昭和・旭通

第 ７ 投 票 区 下 町 公 民 館 天神・上町・下町・横町

第 ８ 投 票 区 南 公 民 館 冬野・森・津留

第 ９ 投 票 区 色見生涯学習センター体育館 色見

第 10 投 票 区 上色見生涯学習センター体育館 上色見

期日前投票及び不在者投票期間
　４月18日（水）～21日（土）
　ＡＭ8：30～ＰＭ8：00（高森総合センター）
■お問い合わせ先
　高森町選挙管理委員会　℡62-1111（内線119）

４月22日（日）
AM7:00～ PM6:00


